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（逆正弦関数の主値）の定義を述べよ。

（２）「逆関数の微分法」によって、
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をxの無理関数（√を含んだ形）であらわせ。

２．次の関数を微分せよ。
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３．双曲線余弦関数coshの定義域
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を、対数関数(log)を用いて表せ。

４．Taylorの定理とはどのような定理か？x=0を含む開区間Iにおいて無限回微分可能な関数f(x)に対して、定理の結論を述べよ。
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を利用して、
[image: image12.wmf]x

Sin

1

-

のMaclaurin展開をx5の項まで求めよ。
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６．x,yの関数


[image: image14.wmf])

)

0

,

0

(

)

,

((

0

)

)

0

,

0

(

)

,

((

:

)

,

(

2

4

2

の時

の時

　

=

¹

+

=

y

x

y

x

y

x

y

x

y

x

f

について、

（1） f(x,y)は、原点(0,0)においてすべての方向に微分可能―すなわち、任意の
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方向に微分可能であることを証明せよ。

（2） f(x,y)は原点(0,0)において連続であるか？
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